
九州大学 
低温センター 

ヘリウム液化供給事業

学術機関 
ガス会社等

容器に残った 
液体ヘリウム等 
でも可

持ち込み

ガス体で保管 
精製・再液化

液体ヘリウム提供

①

③

② ヘリウムガス

④
使用後の 
蒸発ガス

利用者は事前に利用申請書提出

・純度に応じヘリウム量を算出 
・純度50%以下は不可 
・ガスの場合；7m3～利用可能 
・液の場合；10L～利用可能 
・運搬は利用者が手配

利用できる者 
・大学 
・低温工学に関する学術団体 
・その他研究機関 
・ガス事業者 
・その他センター長が認めたもの

回収するかどうかは任意

容器は利用者が用意

・①で持ち込んだ量と同量を供給 
・運搬は利用者が手配

ヘリウムを受入れ、同量を液体ヘリウムとして供給する

ガス

液

【概要】 
　　九州大学伊都キャンパス・低温センターには、200L/hのヘリウム液化機が導入されており、 
さらに使用した液体ヘリウムの蒸発ガスを回収・貯蔵・精製する設備が備えられている。これらの 
設備を活用し学外に対してのヘリウム再液化・供給を実現することで、地域社会に貢献するととも 
に、増収にもつなげるため利用規定を制定するもの。


